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平
成
二
年
八
月
七
日
、
私
は
羽
田
発
十
六
時
、
沖
縄
行
き
七

四
七
に
搭
乗
し
て
い
た
。

七
四
七
機
は
雄
大
に
広
が
る
白
雲
の
上
を
重
厚
な
エ
ン
ジ
ン

音
を
機
内
に
響
か
せ
な
が
ら
沖
縄
を
目
指
し
飛
行
中
で
あ
る
。

二
時
間
三
十
分
後
に
、
那
覇
空
港
に
到
着
す
る
予
定
で
あ
る
。

私
の
心
は
、
少
年
の
よ
う
に
興
奮
し
て
い
た
。

那
覇
空
港
に
は
、
四
十
五
年
振
り
に
■
う
可
く
沖
縄
戦
当
時

の
防
衛
召
集
兵
三
名
が
私
の
到
着
を
待
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

四
十
五
年
の
歳
月
の
流
れ
は
、
私
も
防
衛
召
集
の
少
年
兵
も

確
実
に
老
人
に
し
た
。
し
か
し
想
い
出
は
沖
縄
防
衛
戦
に
敗
れ

て
、
北
部
国
頭
へ
の
脱
出
潜
行
を
共
に
し
た
若
か
り
し
こ
ろ
に

戻
り
、
四
十
五
年
の
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
い
た
。

昭
和
二
十
年
六
月
二
十
三
日
、
沖
縄
守
備
軍
は
壊
滅
し
た
。

そ
の
後
の
約
二
ヵ
月
半
、
九
月
十
三
日
ま
で
、
わ
れ
等
四
名
の

決
死
の
脱
出
行
、
上
官
部
下
と
い
う
よ
り
死
生
を
共
に
し
た
同

志
と
し
て
の
堅
い
団
結
と
行
動
で
あ
っ
た
。

私
も
常
々
冥
土
へ
行
く
ま
で
に
是
非
彼
等
に
会
い
た
い
、
会

っ
て
心
行
く
ま
で
昔
話
を
語
り
た
い
と
、
念
願
し
て
い
た
。

そ
の
同
志
、
上
以
洲
和
雄
、
新
里
正
信
、
山
入
端
武
夫
が
那
覇

空
港
で
、
私
を
待
っ
て
い
る
の
だ
。

昭
和
二
十
年
一
月
沖
縄
へ
の
米
軍
進
攻
は
確
定
的
と
な
り
、



守
備
軍
は
十
七
歳
か
ら
四
十
五
歳
ま
で
の
県
民
男
子
総
て
を
防

衛
召
集
し
た
。

上
以
洲
と
新
里
は
、
二
月
に
わ
が
第
四
中
隊
に
、
編
入
さ
れ

た
少
年
兵
で
あ
る
。
陸
軍
二
等
兵
の
軍
衣
は
着
て
い
る
が
ま
だ

少
年
で
あ
る
。
砲
分
隊
勤
務
に
は
無
理
で
あ
る
と
、
私
の
観
測

班
に
入
っ
た
兵
で
あ
る
。

中
隊
長
殿
は
「
白
鳥
軍
曹
面
倒
見
ろ
よ
」
と
い
わ
れ
た
。
私

は
陣
中
で
は
あ
る
が
、
彼
等
を
兵
と
い
う
よ
り
弟
分
の
よ
う
な

心
で
接
し
て
い
た
。

山
入
端
は
新
里
の
学
友
で
、

山
部
隊
に
配
属
さ
れ
て
い
た
が
、

喜
屋
武
岬
に
■
り
つ
い
た
時
に
は
孤
独
の
兵
で
あ
っ
た
。
死
神

を
背
に
し
た
四
名
を
岬
で
運
命
の
神
が
結
び
付
け
た
の
で
あ

る
。

ブ
ラ
ジ
ル
便
り

さ
れ
ば
四
十
五
年
振
り
の
同
志
再
会
は
い
か
に
し
て
な
っ
た

か
。
そ
れ
は
五
月
一
日
、
私
が
明
日
か
ら
の
田
植
作
業
の
準
備

を
し
て
い
る
時
か
ら
で
あ
る
。

五
月
一
日
昼
時
、
茨
城
県
庁
生
活
福
祉
部
・
県
民
生
活
課
か

ら
電
話
が
入
っ
た
。

「
内
田
さ
ん
は
沖
縄
戦
当
時
、
白
鳥
軍
曹
と
い
い
迫
撃
砲
第

四
中
隊
に
お
ら
れ
た
方
で
す
か
」

「
い
か
に
も
そ
の
通
り
で
す
」

「
実
は
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
、
上
以
洲
和
雄
さ
ん
と
い
う
人
の
、

尋
ね
人
依
頼
で
ご
ざ
い
ま
す
」

「
上
以
洲
な
ら
当
時
私
の
部
下
で
、
沖
縄
県
人
で
す
」

「
そ
う
で
す
間
違
い
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ブ
ラ
ジ
ル
へ
早
速
連

絡
致
し
ま
す
」

と
電
話
は
終
っ
た
。

私
は
、
し
ば
し
茫
然
と
し
た
。
防
衛
召
集
の
少
年
兵
、
上
以

洲
が
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
私
を
尋
ね
捜
し
て
い
る
と
い
う
。
夢
の
よ

う
な
話
で
あ
る
。

沖
縄
戦
―
上
以
洲
―
ブ
ラ
ジ
ル
、
何
と
か
連
絡
し
よ
う
と
考

え
て
も
、
繋
が
ら
な
か
っ
た
。

と
に
か
く
、
わ
が
家
の
田
植
え
は
予
定
通
り
、
五
月
二
、
三

日
の
両
日
で
終
っ
た
。
田
植
え
後
の
多
忙
な
十
日
余
り
が
過
ぎ

た
。十

二
日
私
が
外
出
か
ら
帰
る
と
、
妻
が
ブ
ラ
ジ
ル
の
上
以
洲

さ
ん
か
ら
電
話
が
入
り
、「
主
人
は
外
出
中
で
す
」
と
い
い
ま



す
と
、「
で
は
明
朝
八
時
に
、
電
話
を
入
れ
ま
す
」
と
い
う
約

束
で
す
よ
と
い
う
。

翌
十
三
日
朝
、
私
は
上
以
洲
か
ら
の
電
話
を
今
か
今
か
と
心

待
し
て
い
た
。
九
時
近
く
に
電
話
が
鳴
る
。

「
上
以
洲
で
ご
ざ
い
ま
す
。
お
久
し
振
り
で
ご
ざ
い
ま
す
」

「
お
互
い
に
元
気
で
何
よ
り
」

か
ら
話
し
始
め
、
電
話
で
は
詳
し
い
お
話
も
出
来
な
い
か
ら
、

お
手
紙
を
出
し
ま
す
。
で
終
っ
た
。

一
週
間
程
し
て
、
上
以
洲
か
ら
封
書
が
届
い
た
。
内
容
は
、

沖
縄
に
は
米
軍
基
地
が
多
く
あ
り
、
米
ソ
が
戦
争
に
な
れ
ば
再

び
沖
縄
が
戦
場
に
な
る
恐
れ
が
十
分
に
あ
り
、
避
難
の
目
的
で

昭
和
三
十
三
年
に
一
家
を
あ
げ
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
し
た
と

い
う
。

来
る
八
月
二
十
三
日
～
二
十
六
日
、
宜
野
湾
市
に
世
界
に
雄

飛
し
て
い
る
沖
縄
県
人
が
集
ま
り
、
各
種
大
会
を
開
催
す
る
。

そ
れ
を
目
的
に
二
度
目
の
里
帰
り
を
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の

際
是
非
私
に
逢
い
た
い
と
思
い
三
月
二
十
三
日
に
、
茨
城
県
庁

へ
尋
ね
人
依
頼
の
書
類
を
発
送
、
五
月
十
日
に
茨
城
県
庁
か
ら

回
答
の
書
類
が
届
き
、
早
速
電
話
を
入
れ
ま
し
た
。
と
い
う
。

上
以
洲
も
確
か
六
十
四
歳
、
老
境
と
な
り
、
昔
を
偲
び
、
懐

し
む
心
が
強
く
な
っ
た
よ
う
だ
。

な
お
ブ
ラ
ジ
ル
へ
疎
開
と
い
う
決
断
は
、
い
か
に
も
上
以
洲

ら
し
い
慎
重
な
考
え
で
あ
り
、
行
動
で
あ
る
。

私
は
早
速
返
書
を
送
っ
た
。
内
容
は
、
拙
宅
は
成
田
空
港
に

三
十
キ
ロ
程
な
り
、
空
港
へ
迎
え
に
行
く
か
ら
里
帰
り
の
際
に

拙
宅
へ
二
、
三
泊
出
来
る
よ
う
に
旅
程
を
計
画
す
る
よ
う
に
、

と
書
き
送
っ
た
。

六
月
七
日
、
突
然
、
沖
縄
の
新
里
正
信
か
ら
電
話
が
入
っ
た
。

元
気
な
声
で
あ
る
。
上
以
洲
か
ら
私
の
健
在
と
住
所
を
知
ら
さ

れ
、
早
速
の
電
話
だ
と
言
う
。
お
互
い
に
元
気
を
喜
び
合
う
。

山
入
端
も
元
気
だ
と
い
う
。
再
会
を
約
束
し
て
電
話
を
終
る
。

新
里
の
住
所
は
、
名
護
市
伊
差
川
で
あ
る
。

私
が
毎
日
心
待
ち
し
て
い
た
上
以
洲
か
ら
の
返
事
は
、
六
月

が
終
り
七
月
に
な
っ
て
も
来
な
い
。

七
月
二
十
六
日
夜
、
突
然
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
上
以
洲
か
ら
電
話

が
入
っ
た
。
明
後
二
十
八
日
に
沖
縄
へ
帰
る
と
い
う
。
成
田
空

港
到
着
は
、
午
後
一
時
か
ら
二
時
の
予
定
で
あ
り
、
成
田
か
ら

バ
ス
で
羽
田
へ
行
き
、
沖
縄
行
の
便
に
搭
乗
す
る
と
言
う
。



私
の
返
事
は
未
着
だ
と
い
う
。
と
に
か
く
二
十
八
日
、
成
田

空
港
で
■
い
ま
し
ょ
う
と
電
話
を
終
る
。
七
月
二
十
八
日
午
後

一
時
に
、
私
は
成
田
空
港
の
ウ
イ
ン
グ
に
着
い
た
。
サ
ン
パ
ウ

ロ
か
ら
の
飛
行
便
は
予
定
よ
り
一
時
間
早
く
十
二
時
に
到
着
し

た
と
い
う
表
示
で
あ
る
。
到
着
し
て
既
に
一
時
間
が
経
過
し
て

い
る
。
上
以
洲
は
羽
田
行
の
バ
ス
に
乗
る
た
め
、
ウ
イ
ン
グ
に

出
て
い
る
と
思
い
捜
し
歩
い
た
。

呼
び
出
し
ア
ナ
ウ
ン
ス
も
三
度
頼
ん
だ
が
全
く
反
応
が
な

い
。
二
時
三
十
分
が
過
ぎ
た
。

上
以
洲
は
団
体
行
動
と
し
て
、
既
に
羽
田
へ
行
っ
た
も
の
と
、

私
は
判
断
し
て
空
港
を
出
た
。

私
が
帰
宅
し
て
間
も
な
く
上
以
洲
か
ら
電
話
が
入
っ
た
。
「
成

田
空
港
で
税
関
通
過
に
三
時
間
余
り
、
ウ
イ
ン
グ
に
出
て
か
ら
、

少
時
捜
し
た
が
見
当
た
ら
ず
今
羽
田
へ
到
着
し
ま
し
た
」
と
い

う
。残

念
、
私
は
税
関
の
こ
と
を
簡
単
に
考
え
て
い
た
。
私
は
直

ち
に
沖
縄
行
を
決
意
し
た
。
折
か
ら
沖
縄
便
は
、
夏
休
み
の
ラ

ッ
シ
ュ
で
あ
る
。
幸
い
八
月
七
日
羽
田
便
と
十
日
の
沖
縄
便
が

入
手
出
来
た
。
早
速
、
名
護
市
の
新
里
に
連
絡
し
て
冒
頭
の
沖

縄
行
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

八
月
七
日
　
晴

七
四
七
便
は
、
予
定
通
り
羽
田
か
ら
約
二
時
間
半
の
航
程
、

十
八
時
、
那
覇
空
港
に
着
陸
し
た
。

出
口
は
一
階
で
あ
る
。
階
段
を
降
る
私
の
目
に
先
づ
「
歓
迎
、

内
田
常
吉
様
」
と
横
書
き
し
た
文
字
が
飛
び
込
ん
だ
。
次
に
そ

の
横
書
き
し
た
紙
を
ガ
ラ
ス
戸
に
当
て
て
、
手
で
押
さ
え
て
い

る
初
老
の
面
々
、「
お
お
彼
等
だ
」
私
は
右
手
を
挙
げ
た
。
彼

等
も
手
を
振
り
応
え
た
。
私
は
手
荷
物
を
受
取
り
外
に
出
る
。

握
手
、
握
手
、
皆
ん
な
元
気
で
あ
る
。
新
里
が
用
意
し
て
い
た

と
い
う
車
に
乗
っ
た
。

上
以
洲
は
白
髪
交
じ
り
の
薄
い
頭
髪
で
、
い
が
栗
頭
と
い
う

感
じ
で
あ
る
。
顔
は
、
昔
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。
妻
と
娘
二

人
を
連
れ
て
里
帰
り
。
具
志
川
市
の
実
姉
の
家
を
宿
に
し
て
い

る
と
言
う
。

新
里
は
房
々
と
し
て
白
髪
で
眼
鏡
を
か
け
、
小
柄
な
身
体
で

あ
る
が
、
日
焼
し
た
顔
は
、
昔
に
変
わ
ら
ぬ
精
悍
な
相
で
あ
る
。

山
入
端
は
体
格
も
良
く
、
黒
々
と
し
た
頭
髪
で
一
番
若
く
見

え
る
。
昔
に
変
わ
ら
ぬ
温
和
な
相
で
あ
る
。



彼
等
は
、
私
の
こ
と
を
「
内
田
さ
ん
」
で
は
気
分
が
出
な
い

と
い
っ
て
、「
軍
曹
」「
軍
曹
」
と
呼
ん
だ
。
い
づ
れ
も
元
気
、

祝
福
す
る
。

車
は
こ
れ
が
沖
縄
か
と
錯
覚
す
る
程
に
発
展
し
、
ビ
ル
の
建

ち
並
ぶ
賑
や
か
な
車
の
多
い
街
路
を
走
り
、
具
志
川
市
に
入
っ

た
。具

志
川
市
赤
道
、
春
日
観
光
ホ
テ
ル
に
着
い
た
。
私
の
宿
だ

と
い
う
。
上
以
洲
が
宿
に
し
て
い
る
姉
の
家
か
ら
近
い
の
で
こ

の
ホ
テ
ル
に
定
め
た
と
い
う
。

市
街
は
す
で
に
夕
暮
れ
の
風
景
で
あ
る
。
私
の
ル
ー
ム
は
五

一
二
号
、
早
速
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
旅
の
汗
を
流
し
た
。

ホ
テ
ル
の
食
堂
で
四
十
五
年
振
り
再
会
の
、
さ
さ
や
か
な
祝

宴
と
な
る
。
四
十
五
年
の
星
霜
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
図
が
あ
る
。

上
以
洲
は
昭
和
三
十
三
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
移
住
、
初
め
は
農

業
に
従
事
し
た
が
失
敗
。
辛
酸
苦
闘
の
末
に
サ
ン
パ
ウ
ロ
市
で

呉
服
商
と
な
り
、
現
在
商
売
は
長
男
に
任
せ
て
、
お
れ
は
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
に
精
を
出
し
て
い
る
と
い
う
。
子
供
は
男
三
人
女
六

人
の
九
人
、
脱
帽
で
あ
る
。

新
里
は
名
護
市
伊
差
川
で
五
、
六
人
の
工
員
を
使
う
鉄
工
所

の
経
営
者
。
作
業
の
采
配
は
長
男
に
任
せ
て
、
忙
し
い
時
だ
け

手
伝
う
と
い
う
。
子
供
は
男
三
女
二
の
五
人
、
新
里
は
良
く
飲

み
良
く
笑
う
が
、
去
る
五
月
に
妻
を
癌
で
亡
く
し
た
と
い
う
。

彼
は
そ
の
淋
し
さ
を
酒
と
笑
い
で
紛
ら
わ
し
て
い
る
か
と
も
思

わ
れ
た
。

山
入
端
は
名
護
市
東
江
で
会
社
の
役
職
に
あ
る
堅
実
な
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
で
あ
る
。
子
供
は
男
三
女
一
の
四
人
で
あ
る
と
い

う
。私

が
最
も
心
配
し
て
い
た
彼
等
の
家
族
は
、
沖
縄
戦
中
に
犠

牲
に
な
っ
た
者
は
い
な
い
と
い
う
。
何
よ
り
の
幸
せ
な
り
。
戦

中
の
話
、
そ
の
後
の
話
を
肴
に
し
て
飲
む
ビ
ー
ル
。
話
も
つ
き

な
い
が
夜
も
更
け
る
。
明
朝
九
時
に
迎
え
に
き
ま
す
と
別
れ
る
。

五
一
二
号
室
、
ク
ー
ラ
ー
を
強
冷
に
し
て
も
暑
か
っ
た
。
沖
縄

は
正
に
真
夏
で
あ
る
。

八
月
八
日
　
晴

朝
九
時
、
彼
等
は
約
束
通
り
迎
え
に
来
た
。
私
の
希
望
で
、

我
々
の
か
つ
て
の
戦
場
や
脱
出
行
路
、
潜
伏
し
た
場
所
で
判
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
案
内
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

ま
づ
観
測
所
陣
地
の
あ
っ
た
我
如
古
へ
行
く
。
昭
和
二
十
年



四
月
五
日
、
進
攻
し
て
き
た
敵
の
Ｍ
四
戦
車
に
初
め
て
見
参
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
私
は
観
測
掛
下
士
官
と
し
て
、
こ
の
観
測

所
で
部
下
八
名
で
任
務
に
当
た
っ
て
い
た
。
敵
の
攻
撃
は
激
し

く
四
月
八
日
夜
、
私
は
敵
の
手
榴
弾
に
よ
り
負
傷
、
棚
原
野
戦

病
院
に
送
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

今
は
宣
野
湾
市
の
主
要
な
市
街
地
と
な
り
、
商
店
や
住
宅
が

密
集
し
て
建
っ
て
い
る
。
わ
ず
か
に
残
る
小
高
い
丘
が
当
時
の

面
影
を
か
す
か
に
見
せ
て
く
れ
る
。
次
に
中
隊
の
駐
屯
地
末
吉

を
訪
ね
る
。

昭
和
十
九
年
十
月
二
十
五
日
、
那
覇
港
に
上
陸
し
た
。
迫
撃

砲
四
個
中
隊
が
分
散
駐
屯
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
首
里
城

跡
の
南
下
の
方
向
で
あ
る
。
我
が
第
四
中
隊
が
駐
屯
し
て
い
た

あ
た
り
一
面
に
雑
木
と
雑
草
が
密
生
し
繁
茂
し
て
い
た
。

「
ハ
ブ
に
注
意
」
の
立
札
が
所
々
に
あ
っ
た
。
附
近
の
住
民

に
尋
ね
る
と
、
こ
こ
は
那
覇
市
の
自
然
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い

る
の
で
、
や
が
て
公
園
と
し
て
開
発
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
当
時
、
中
隊
が
炊
事
に
使
っ
て
い
た
カ
ー
（
有
水
場
）
が
、

ほ
ぼ
昔
の
形
で
残
っ
て
い
た
、
今
も
附
近
の
住
民
が
大
切
に
使

っ
て
い
る
様
子
で
あ
っ
た
。
中
隊
が
本
部
、
各
小
隊
ご
と
に
丸

木
で
掘
っ
建
て
茅
葺
屋
根
の
兵
舎
を
建
て
た
場
所
も
概
略
の
見

当
が
わ
か
る
程
度
で
あ
っ
た
。

中
隊
は
軍
命
令
に
よ
り
、
五
月
二
十
八
日
夜
、
末
吉
を
出
て

南
部
島
尻
に
撤
退
し
た
。
激
し
く
降
る
梅
雨
の
中
で
あ
っ
た
。

末
吉
を
出
て
那
覇
市
で
昼
食
。

次
に
摩
文
仁
の
丘
を
右
に
見
な
が
ら
車
は
喜
屋
武
岬
に
向
か

う
。
や
が
て
道
路
は
珊
瑚
礁
を
敷
い
た
ご
つ
ご
つ
し
た
農
道
に

な
っ
た
。
砂
糖
黍
畑
や
雑
木
林
の
中
の
道
を
行
き
喜
屋
武
岬
に

着
い
た
。

昭
和
二
十
年
六
月
下
旬
、
守
備
軍
残
兵
が
茫
然
自
失
、
烏
合

の
衆
と
な
っ
て
い
た
。
沖
縄
本
島
最
南
端
で
あ
る
。
幾
多
の
悲

劇
の
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
そ
の
絶
壁
に
立
ち
、
私
は

四
十
五
年
前
を
回
想
す
る
。
私
は
左
鎖
骨
骨
折
の
負
傷
者
な
の

だ
、
撤
退
時
、
中
隊
の
戦
列
を
離
れ
衛
生
班
数
名
と
共
に
末
吉

を
出
た
。
撤
退
の
道
々
、
敵
の
砲
爆
撃
に
衛
生
班
も
戦
死
者
や

負
傷
者
も
出
て
離
散
し
た
。

私
は
一
人
戦
場
を
さ
ま
よ
う
流
浪
の
兵
で
あ
っ
た
。
戦
死
者

の
食
糧
を
頂
き
な
が
ら
岬
に
■
り
つ
い
た
頃
、
私
の
負
傷
は
ほ

ぼ
回
復
し
て
い
た
。



梅
雨
も
明
け
て
連
日
快
晴
で
あ
る
が
、
残
兵
の
心
は
何
ん
の

希
望
も
な
く
暗
く
重
か
っ
た
。
敵
は
、
我
々
残
兵
を
遠
巻
に
包

囲
し
て
い
た
。
時
々
小
銃
声
は
聞
こ
え
る
が
攻
撃
し
て
は
来
な

い
。
一
日
中
、
マ
イ
ク
で
降
伏
を
呼
び
か
け
て
い
た
。
岬
の
残

兵
は
日
毎
に
減
っ
て
い
た
。

五
月
末
か
ら
六
月
二
十
日
頃
ま
で
が
最
も
悲
惨
な
戦
い
で
あ

っ
た
。
狭
小
な
島
尻
へ
後
退
し
た
四
万
余
の
守
備
軍
と
数
千
の

住
民
が
ひ
し
め
き
合
っ
て
身
を
守
る
壕
も
な
く
、
敵
を
迎
え
撃

つ
陣
地
も
な
く
、
急
追
撃
す
る
敵
の
砲
爆
撃
に
兵
住
民
の
差
別

な
く
殺
さ
れ
た
。
無
念
の
日
々
で
あ
っ
た
。

負
傷
し
て
も
野
戦
病
院
は
開
放
し
て
す
で
に
な
く
、
重
傷
者

は
一
人
死
を
待
つ
の
み
で
あ
っ
た
。
混
乱
し
た
戦
場
で
、
二
十

余
日
で
四
万
近
い
将
兵
が
戦
死
し
た
。
正
に
地
獄
で
あ
っ
た
。

岬
に
■
り
つ
い
た
残
兵
も
降
伏
以
外
に
生
命
の
保
証
は
な
か
っ

た
。沖

縄
最
南
端
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
残
兵
に
は
、
お
お
む
ね
三

つ
の
選
択
事
が
あ
っ
た
。
降
伏
か
、
斬
り
込
み
か
、
北
部
国
頭

え
の
脱
出
か
。

私
は
降
伏
す
る
こ
と
は
、
日
本
軍
人
と
し
て
至
上
の
恥
な
り

と
思
っ
て
い
た
。
故
に
降
伏
す
る
つ
も
り
は
、
絶
対
に
な
か
っ

た
。斬

り
込
み
の
武
器
は
、
日
本
刀
と
手
榴
弾
だ
け
で
あ
る
。
敵

陣
地
は
夜
間
も
照
明
弾
を
打
ち
上
げ
、
真
昼
の
明
る
さ
で
あ
る
。

手
榴
弾
を
投
げ
得
る
距
離
ま
で
敵
に
接
近
で
き
る
確
立
は
零
で

あ
る
。
た
ち
ま
ち
発
見
さ
れ
射
殺
さ
れ
る
。
何
部
隊
の
誰
と
も

判
る
こ
と
な
く
、
北
部
へ
の
脱
出
は
、
敵
の
警
戒
線
を
突
破
す

る
決
死
行
で
あ
る
。
沖
縄
に
上
陸
し
た
米
軍
戦
闘
員
は
十
五
万

余
り
。
今
は
日
本
々
土
進
攻
に
備
え
て
各
地
に
待
機
駐
屯
し
て

い
る
。
そ
の
重
囲
を
突
破
す
る
に
は
百
％
の
死
を
覚
悟
せ
ね
ば

な
ら
な
い
。

し
か
し
、
奇
跡
も
あ
る
。
脱
出
に
成
功
し
て
国
頭
の
残
存
部

隊
に
合
流
し
、
ゲ
リ
ラ
戦
に
参
加
出
来
れ
ば
日
本
軍
人
と
し
て

責
務
を
果
し
得
る
。
私
は
脱
出
を
決
意
し
て
い
る
。

偶
然
か
神
仏
の
引
き
合
わ
せ
か
岬
で
上
以
洲
と
新
里
に
出
会

っ
た
。
五
月
二
十
八
日
夜
、
末
吉
撤
退
時
に
別
れ
て
か
ら
約
一

カ
月
ぶ
り
の
出
会
で
あ
る
。
新
里
は
右
腰
部
に
、
砲
弾
の
破
片

が
当
り
負
傷
し
て
い
た
が
、
幸
い
創
は
浅
く
元
気
で
あ
っ
た
。

混
乱
戦
の
中
で
中
隊
も
離
散
、
二
人
は
助
け
合
い
、
励
し
合
い



な
が
ら
岬
へ
■
り
着
い
た
と
い
う
。

新
里
の
学
友
山
入
端
も
山
部
隊
に
編
入
さ
れ
て
、
戦
闘
に
参

加
し
て
い
た
が
、
混
戦
の
中
で
孤
独
の
兵
と
な
り
、
岬
で
出
会

い
仲
間
に
な
っ
た
。

彼
等
も
降
伏
よ
り
脱
出
を
希
望
し
た
。
喜
屋
武
岬
は
吾
等
四

名
の
決
死
の
脱
出
行
の
出
発
点
で
あ
る
。
残
兵
を
包
囲
し
て
い

る
敵
警
戒
線
は
陸
上
正
面
か
ら
は
絶
対
に
突
破
出
来
な
い
。
我

々
は
干
潮
を
利
用
し
て
海
へ
降
り
、
糸
満
方
向
へ
脱
出
に
決
め

た
。六

月
末
の
夜
出
発
、
絶
壁
の
下
の
波
打
際
、
凸
凹
の
激
し
い

岩
礁
上
、
直
進
出
来
る
場
で
は
な
い
。
右
に
左
に
迂
回
し
つ
つ

の
厳
し
い
行
進
で
あ
っ
た
。

三
夜
歩
い
て
よ
う
や
く
一
キ
ロ
位
、
荒
崎
辺
り
で
陸
に
上
っ

た
。
岬
を
包
囲
し
て
い
る
敵
警
戒
線
の
背
後
に
潜
入
す
る
こ
と

に
は
、
成
功
し
た
。
然
し
望
見
す
る
と
、
敵
の
幕
舎
は
村
落
の

よ
う
に
各
所
に
見
え
る
。
我
々
は
敵
中
に
い
る
こ
と
に
は
、
変

り
な
か
っ
た
。

次
に
脱
出
数
日
後
に
潜
伏
し
た
糸
満
の
陸
軍
野
戦
病
院
壕
を

尋
ね
た
。
現
在
は
近
代
設
備
の
養
豚
場
で
あ
り
、
入
口
に
は
人

も
車
も
完
全
消
毒
す
る
設
備
が
あ
り
、
立
入
禁
止
で
あ
る
。
付

近
の
人
に
尋
ね
る
と
、
壕
内
の
遺
骨
は
収
集
さ
れ
、
入
口
は
塞

が
れ
上
に
小
さ
い
祠
が
建
て
て
あ
る
と
い
う
。

車
は
米
軍
が
、
上
陸
陽
動
作
戦
を
や
っ
た
湊
川
に
出
る
。
奥

武
島
を
一
廻
り
し
て
百
名
に
出
た
。
大
里
―
西
原
―
中
城
に
到

着
す
る
。
我
等
の
潜
行
路
で
あ
る
。
最
後
の
潜
伏
地
津
覇
に

来
た
。

「
潜
伏
し
て
い
た
の
は
あ
の
辺
り
で
す
」
と
彼
等
が
指
差
す

辺
り
は
ま
だ
雑
然
と
し
た
山
林
が
残
っ
て
い
た
。

私
は
感
無
量
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
元
日
本
兵
の
宣
撫
に
よ
り
、

九
月
十
三
日
、
金
武
村
屋
嘉
の
捕
虜
収
容
所
に
入
っ
た
の
で
あ

る
。昭

和
二
十
年
九
月
十
三
日
は
わ
れ
ら
四
名
の
生
涯
忘
れ
得
な

い
終
戦
日
で
あ
る
。

車
は
太
平
洋
の
海
岸
通
り
を
走
る
。
夕
刻
、
春
日
観
光
ホ
テ

ル
に
着
い
た
。
ホ
テ
ル
の
食
堂
で
冷
た
い
ビ
ー
ル
を
呑
み
夕
食

を
共
に
す
る
。「
明
朝
も
九
時
に
来
ま
す
」
と
言
っ
て
別
れ
る
。

私
は
ベ
ッ
ト
に
横
に
な
っ
た
が
、
四
十
五
年
前
の
今
ご
ろ
、

七
、
八
、
九
月
に
わ
た
る
脱
出
潜
行
が
、
日
中
に
見
て
歩
い
た



現
場
と
重
り
合
っ
て
、
頭
脳
は
〝
タ
イ
ム
ト
ン
ネ
ル
〟
に
入
り

込
ん
だ
状
態
で
眠
れ
な
い
。

荒
崎
で
潜
伏
し
た
ア
ダ
ン
密
生
林
を
焼
打
攻
撃
さ
れ
た
こ

と
、
野
戦
病
院
内
に
残
置
さ
れ
た
重
傷
者
の
死
臭
、
白
骨
、
月

明
と
北
極
星
を
頼
り
に
敵
幕
舎
群
の
間
隙
を
右
に
左
に
遅
々
と

し
て
進
む
わ
れ
ら
四
名
の
脱
出
者
。
常
に
敵
と
対
峙
し
て
い
る

緊
張
感
。
何
日
頃
、
何
ん
と
い
う
土
地
を
通
っ
た
か
私
は
全
く

判
ら
な
か
っ
た
。
か
れ
ら
は
流
石
に
土
地
者
で
あ
る
。
脱
出
潜

伏
し
た
場
所
等
、
多
く
を
記
憶
し
て
い
た
。
私
の
脱
出
行
に
関

る
四
十
五
年
の
郷
愁
を
充
分
に
堪
能
さ
せ
て
く
れ
た
。

私
は
生
来
不
信
心
な
男
で
あ
る
が
、
今
宵
は
泌
々
と
神
仏
に

感
謝
し
た
。
約
二
カ
月
半
に
わ
た
る
敵
中
の
脱
出
潜
行
が
わ
れ

ら
の
志
と
異
な
る
捕
虜
と
い
う
形
で
終
幕
し
た
。
し
か
し
四
名

と
も
無
事
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
奇
跡
的
と
は
い
え
、
神
仏
の
ご

加
護
多
大
な
り
と
思
う
。
今
に
し
て
思
え
ば
何
よ
り
の
幸
せ
で

あ
る
。

私
は
か
れ
ら
の
長
で
あ
り
、
か
れ
ら
を
守
る
責
任
者
で
あ
っ

た
。「
軍
曹
は
命
の
恩
人
だ
」
と
か
れ
ら
は
い
う
。
し
か
し
私

は
機
敏
で
土
地
感
の
あ
る
か
れ
ら
の
方
が
む
し
ろ
私
の
命
の
恩

人
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

八
月
九
日
　
晴

北
部
国
頭
方
面
の
観
光
と
な
る
。
沖
縄
戦
当
時
、
国
頭
の
本

部
半
島
に
宇
土
部
隊
、
千
六
百
余
名
が
守
備
し
て
い
た
。
宇
土

部
隊
は
四
月
十
日
か
ら
四
日
間
の
戦
闘
で
全
滅
し
た
。

わ
れ
わ
れ
脱
出
者
の
目
標
と
し
た
北
部
残
存
部
隊
は
喜
屋
武

岬
の
敗
残
兵
の
幻
の
希
望
で
あ
っ
た
。
そ
の
幻
の
部
隊
が
現
実

に
存
在
す
る
ご
と
く
、
敗
残
兵
間
に
伝
わ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
デ

マ
で
あ
っ
た
。

九
時
に
上
以
洲
が
ホ
テ
ル
に
来
た
。
私
と
二
人
で
ホ
テ
ル
前

か
ら
名
護
行
の
バ
ス
に
乗
る
。
バ
ス
は
捕
虜
収
容
所
の
あ
っ
た

屋
嘉
を
通
っ
た
。
今
は
住
宅
が
建
ち
並
び
昔
日
の
面
影
は
な
か

っ
た
。

バ
ス
は
一
時
間
余
り
で
、

名
護
市
内
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
着
い
た
。

新
里
と
上
間
君
が
待
っ
て
い
た
。

上
間
君
は
上
以
洲
の
学
友
で
、

本
部
町
の
実
業
家
で
あ
る
と
い
う
。
今
日
は
上
間
君
が
北
部
を

案
内
し
て
く
れ
る
と
い
う
。
車
の
運
転
も
上
間
君
で
あ
る
。

東
村
の
福
地
ダ
ム
を
見
物
す
る
。
本
島
の
生
活
用
水
が
お

お
む
ね
ま
か
な
え
る
と
い
う
。
内
地
の
大
型
規
模
の
ダ
ム
に
は



比
べ
よ
う
も
な
い
が
、
昔
は
カ
ー
（
涌
水
場
）
と
雨
水
に
頼
っ

て
い
た
こ
と
を
思
え
ば
、
真
に
素
晴
ら
し
い
施
設
で
あ
る
。

車
は
東
支
那
海
に
面
し
た
海
岸
道
路
に
出
て
、
北
に
向
か
っ

て
い
る
。
十
数
年
前
は
牛
車
が
や
っ
と
通
れ
る
程
度
の
道
だ
っ

た
と
い
う
。
現
在
は
拡
張
工
事
に
よ
り
、
素
敵
な
ド
ラ
イ
ブ
コ

ー
ス
で
あ
る
。

一
方
は
見
応
え
の
あ
る
男
性
的
な
東
支
那
海
、
一
方
は
山
林

が
続
く
。
小
高
い
丘
陵
に
は
蘇
鉄
が
繁
茂
し
南
国
の
風
景
で
あ

る
。所

々
に
小
さ
い
集
落
が
あ
り
、
昔
の
ま
ま
の
民
家
も
残
っ
て

い
る
。
庭
先
に
必
ず
パ
パ
イ
ヤ
の
木
が
数
本
植
え
て
あ
る
。
昔

に
変
ら
ぬ
懐
か
し
い
風
景
で
あ
る
。

車
は
沖
縄
本
島
最
北
端
、
辺
戸
岬
に
着
く
。「
祖
国
復
帰
闘

争
碑
」
が
建
っ
て
い
る
。
辺
戸
岬
は
本
島
に
沿
っ
て
、
東
側
を

太
平
洋
の
潮
が
流
れ
、
西
側
を
東
支
那
海
の
黒
潮
が
流
れ
て
、

岬
で
平
行
に
交
わ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
白
い
さ
ざ
波
の
線
が
沖

へ
直
線
に
伸
び
て
い
る
。
珍
し
い
眺
で
あ
る
。

し
ば
ら
く
見
物
し
て
岬
を
後
に
車
は
南
へ
向
か
う
。
途
中
、

茅
打
バ
ン
タ
を
見
物
、
午
後
三
時
名
護
市
に
帰
っ
た
。
名
護
動

植
物
園
を
見
物
、
伊
豆
味
パ
イ
ン
園
に
立
ち
寄
り
、
沖
縄
名
産

の
砂
糖
と
パ
イ
ン
を
買
い
宅
急
便
に
し
て
家
へ
送
っ
た
。

名
護
で
上
間
君
と
別
れ
新
里
の
車
に
乗
り
替
え
る
。
名
護
か

ら
高
速
道
路
に
乗
り
、
一
時
間
足
ら
ず
で
、
具
志
川
市
に
入
っ

た
。
市
街
は
既
に
夜
景
で
あ
る
。
途
中
上
以
洲
一
家
が
宿
に
し

て
い
る
高
江
洲
家
に
寄
る
。
上
以
洲
の
奥
さ
ん
、
娘
さ
ん
に
初

対
面
。
同
家
で
夕
食
を
ご
馳
走
に
な
る
。
雑
談
数
刻
、
再
び
一

同
で
春
日
観
光
ホ
テ
ル
に
帰
着
、
冷
た
い
生
ビ
ー
ル
を
呑
み
別

れ
る
。

昨
日
は
沖
縄
の
最
南
端
に
立
ち
、

今
日
は
最
北
端
を
極
め
た
。

同
志
の
お
陰
で
真
に
満
足
な
沖
縄
の
旅
が
出
来
た
。

八
月
十
日
　
晴

逢
う
は
別
れ
の
始
め
な
り
は
世
の
必
定
。
十
一
時
に
同
志
が

迎
え
に
来
た
。
ホ
テ
ル
を
出
る
。
十
二
時
三
十
分
、
那
覇
空
港

に
着
く
。
食
堂
で
昼
食
を
し
な
が
ら
、
次
回
の
再
会
を
語
り
合

う
。
十
三
時
三
十
分
、
搭
乗
準
備
。
お
互
い
に
今
後
の
無
事
を

願
い
握
手
し
て
別
れ
る
。
十
四
時
十
五
分
発
羽
田
行
九
〇
四
便

に
搭
乗
し
た
。

四
十
五
年
振
り
の
同
志
の
再
会
は
終
っ
た
。



追

記

昭
和
二
十
年
九
月
十
三
日
私
は
金
武
村
屋
嘉
の
捕
虜
収
容
所

に
収
容
さ
れ
た
。

吾
が
第
四
中
隊
の
将
校
は
一
名
も
い
な
か
っ
た
。
下
士
官
は

私
の
外
四
名
、
兵
は
七
名
、
第
四
中
隊
の
生
存
者
は
十
二
名
で

あ
る
。

昭
和
十
九
年
八
月
、
群
馬
県
沼
田
、
東
部
第
四
十
一
部
隊
で

編
成
さ
れ
た
独
立
迫
撃
砲
第
四
中
隊
は
、
総
員
百
七
十
六
名
で

あ
っ
た
。

戦
死
場
所
の
判
明
す
る
者
は
三
十
名
足
ら
ず
。
ほ
か
の
百
三

十
名
余
り
の
戦
友
は
、
五
月
末
か
ら
六
月
二
十
日
頃
ま
で
の
、

島
尻
に
お
け
る
乱
戦
混
戦
の
中
で
、
人
知
れ
ず
散
華
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

沖
縄
南
部
島
尻
の
悲
惨
な
戦
場
、
そ
の
地
獄
図
、
私
の
生
涯

忘
れ
得
な
い
痛
恨
の
想
い
出
で
あ
る
。

戦
没
せ
る
戦
友
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
平
和
の
続
く
こ
と
を
願

い
つ
つ
生
き
て
い
る
日
々
で
あ
る
。

応
召
う
ら
話
　 

京
都
府
　
秋
田
守
之
　 

私
は
、
昭
和
十
六
年
九
月
二
十
日
、
臨
時
召
集
令
状
に
よ
り
、

京
都
府
伏
見
区
深
草
中
部
第
三
十
七
部
隊
に
応
召
。
擲
弾
筒
班

の
所
属
で
し
た
。
こ
れ
が
軍
隊
の
飯
を
喰
っ
た
初
日
で
、
ど
の

様
な
苦
労
が
待
ち
う
け
て
い
る
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
裏
が
あ

る
か
、
何
の
予
備
知
識
も
な
い
ま
ま
連
隊
区
司
令
部
の
赤
紙
令

状
の
命
令
通
り
消
耗
品
の
一
員
と
し
て
入
隊
し
ま
し
た
。

こ
の
日
か
ら
年
令
に
関
係
な
く
、
あ
と
か
ら
の
入
隊
者
が
な

け
れ
ば
召
集
解
除
の
日
ま
で
初
年
兵
と
し
て
服
務
し
、
一
日
で

も
在
隊
日
数
の
多
い
者
が
先
輩
と
な
り
幅
を
利
か
す
と
い
う
特

異
の
社
会
に
身
を
置
き
ま
し
た
。

入
隊
す
る
と
理
由
の
如
何
を
問
わ
ず
命
令
は
絶
対
服
従
の
社

会
で
、
生
命
の
あ
る
限
り
こ
の
目
的
達
成
の
た
め
に
は
毎
晩
の

ビ
ン
タ
は
日
毎
に
有
効
で
し
た
。
従
っ
て
同
年
兵
が
命
令
違
反

と
思
わ
れ
る
過
ち
を
し
た
時
は
、
内
務
班
が
別
で
も
同
年
兵
の




